
 

お客様各位                                        

2023年9月26日 

                                 大分信用金庫 

 

 

佐伯市の「デジタル地域通貨導入可能性調査業務」にかかるアンケート実施について 

 
大分信用金庫（本店 大分市 理事長 木村 浩樹）は、信金中央金庫の子会社であり、

地域創生コンサルティング事業を行う、しんきん地域創生ネットワーク株式会社（本店 

東京都 代表取締役 高田 眞）からの委託を受け、佐伯市が行う「デジタル地域通貨

導入可能性調査業務」にかかるアンケート調査を、当金庫佐伯市内４支店にて、下記の

とおり実施いたしますので、お知らせいたします。 

当金庫は今後も、地方自治体との連携を強化し、地域課題の解決に積極的に取り組み、

地域経済の活性化に貢献してまいります。 

 

  

記 

 

１．アンケート調査の実施について 

  （1）実施期間 令和５年９月２５日（月）～１０月１３日（金）まで 

          ※回収率の状況により、延長する場合があります。 

  （2）実施場所 大分信用金庫 佐伯市内４支店（佐伯・新屋敷・鶴岡・渡町台） 

  （3）調査内容 別添アンケート用紙のとおり 

 

２．アンケート調査実施における経緯 

佐伯市（田中利明市長）は、地域経済および地域コミュニティ活性化の手段とし

てデジタル地域通貨の導入にかかる調査検討を行っています。調査検討にあたって

は、「地域通貨導入可能性調査業務」を公募型プロポーザルにより「しんきん地域

創生ネットワーク株式会社」が受託し、独自提案業務の中で、当金庫が再委託を受

けたため、本アンケート調査を当庫佐伯市内４支店の窓口にて実施いたします。 

 

以上 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
お問い合わせ先 大分信用金庫 事業先サポート室 

電話 ： 097-543-8125 / Email ： support@oita-shinkin.co.jp 



 

アンケートは裏面に続きます 

 

 
デジタル地域通貨（ポイント）導入に向けたアンケート 

アンケート調査へのご協力のお願い 

 佐伯市は、地域経済の活性化及びコミュニティの活性化に係る手段の一つとして「デジタル地域通

貨（ポイント）」※の導入を検討しています。持続可能な運営のため、大分信用金庫と連携し、地域住

民の方々へのアンケート調査を実施することになりました。 

 本調査は、佐伯市にお住まいの皆様を中心に、デジタル地域通貨（ポイント）への認知度やどのよ

うなサービスがあれば利用したいかなどをお聞きし、導入検討の貴重な資料とするものです。また、

ご記入いただいた内容については秘密を厳守し、他の目的には使用いたしません。 

つきましては、ご多忙の折、誠に恐縮ですが、本趣旨をご理解いただき、ご協力くださいますよう、

よろしくお願い申し上げます。 令和５年９月 佐伯市 大分信用金庫 しんきん地域創生ネットワーク株式会社 

※デジタル地域通貨（ポイント）とは？ 

自治体等により特定の地域内で発行され、地域の参加店等で使える地域通貨のキャッシュレス決済

サービスです。 

【調査にあたってのお願い】 

■ アンケートはインターネットでの回答をお願いしています。 

 回答の際には右の二次元コードまたは（ ）内の URL にアクセスして回答ください。 

（https://questant.jp/q/Y5PWYI2Y） 

■ インターネットでの回答ができない場合には、本調査票（裏面）に記入の上、  

 最寄りの大分信用金庫または、佐伯市商工振興課商工係までご提出ください。 

■  設問をよくお読みいただき、１つまたは指示された数以内で選択肢を選んでください。お答えのなか

で「その他」を選んだ時には、お手数ですが、（  ）内になるべく具体的に内容をご記入ください。 

■ このアンケート等に関するお問い合わせは、下記までお願いいたします。 

 しんきん地域創生ネットワーク株式会社（担当／野﨑） ＴＥＬ：０５０－１７５１－８８３３ 

あなた自身についてお尋ねします。（性別（任意）と該当する項目に○を付けてください。） 

性別(任意) 1.男性  2.女性  3.その他 

ご年齢 1.10代  2.20代  3.30代  4.40代  5.50代  6.60代  7.70代以上 

お住まい 1.佐伯市  2.津久見市  3.臼杵市  4.大分市  5.その他（       ） 

ご職業 
1.会社員  2.公務員  3.団体職員  4.自営業  5.パート・アルバイト 

6.専業主婦・主夫  7.学生  8.無職  9.その他（          ） 

「キャッシュレス決済」について、お聞きします。 

Ｑ１．直近１年程度で最も利用したキャッシュレス決済を教えて下さい。（当てはまるものすべてに〇） 

1.クレジットカード 2.デビットカード 3.交通系ＩＣ（ｎｉｍｏｃａ等） 4.ＷＡＯＮ 5.ｎａｎａｃｏ 

6.ｉＤ 7.ＱＵＩＣＰａｙ 8.ＰａｙＰａｙ 9.ＬＩＮＥＰａｙ 10.楽天Ｐａｙ 11.ｄ払い 12.メルペイ 

13.ａｕＰＡＹ 14.ファミペイ 15.その他（名称：          ） 16.使用していない 

 

Ｑ２．Ｑ1で「使用していない」とお答えの方：理由を教えてください。（当てはまるものすべてに〇） 

1.スマートフォン等の端末を利用していない  2.スマートフォン等の端末での支払方法が分からない    

3.現金の方が使い勝手が良い 4.利用したい店舗で使えない 5.その他（                ） 

 

Ｑ３．佐伯市内でキャッシュレス決済をよく利用する具体的な場所を教えて下さい。（記述式） 

例：スーパー○○、○○食料品店、○○ラーメン、居酒屋○○等 

 

https://questant.jp/q/Y5PWYI2Y


 

 

 
自治体等が発行する「デジタル地域通貨（ポイント）」についてお聞きします。 

Ｑ４．「デジタル地域通貨（ポイント）」を知っていますか。また、利用したことがありますか。 

1.利用したことがある          2. 知っているが、利用したことはない         

3. 知らない               4.その他（            ） 

 

Ｑ５．Ｑ４.で「1.利用したことがある」・「2.知っているが、利用したことはない」とお答えの方： 

「デジタル地域通貨（ポイント）」の名称を教えてください。 

例：○○コイン、○○ペイ等 

 

 

Ｑ６．「デジタル地域通貨（ポイント）」のチャージについて、どのような方法を望まれますか。 

1.現金チャージ  2.クレジットカード 3.銀行口座 4.コンビニ ATM 5.その他（          ） 

 

Ｑ７．「デジタル地域通貨（ポイント）」を利用する場合に、重視したい点を教えて下さい。（〇２つまで） 

1.特典（決済（支払い）に応じたポイント還元等）      2.チャージしやすいこと   

3.利用できる場所（お店等）が多いこと           4.カードタイプでの利用もできること 

5.セキュリティが強固であること 6.アプリが使いやすいこと 7.公共料金・税金の支払い 

8.公共交通機関の料金支払い    9.その他（          ） 

 

Ｑ８．「デジタル地域通貨（ポイント）」に、どの機能があれば利用したくなりますか？（〇３つまで） 

1.健康ポイント（歩数に連動した付与等） 2.エコ・SDGsポイント（環境に配慮した活動等へ付与等） 

3.お知らせ配信（行政からの案内・加盟店からの広告等） 4.スタンプラリー 5.アンケート 

6.自治体、市民団体等への寄附 7.ヘルスケア（健康診断結果登録） 8.ゲーム  

9.ごみ（粗大ゴミ）収集・予約 10.ポイント交換（商品等との交換） 11.その他（          ） 

 

Ｑ９．「デジタル地域通貨（ポイント）」を、どのような場所で使えると便利ですか？（〇２つまで） 

1.スーパー・食料品店 2.レストラン、喫茶店 3.居酒屋、バー  4.ドラッグストア、日用雑貨  

5.百貨店、ショッピングセンター 6.書店 7.家電量販店、電気屋 8.公共交通機関 9.医療機関、薬局  

10.公共施設（体育館等） 11.クリーニング屋 12.コンビニ 13.その他（          ） 

 

Ｑ１０．「デジタル地域通貨」を活用したアイデアがあれば教えてください。（自由記入） 

例：飲食店において、デジタル地域通貨利用者しか注文できない裏メニューを用意する。 

 

 

 
アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。 

 


